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j守一1 (0三r< re) 







ベンチマークとして以下の問題を計算した。一辺の長さが1(0 :; x :;1， 0:; y :;1)の正方形の
領域に、以下の式で表される初期温度の高い部分がある。
11 (r < 0.17) 
T(川)= ~ ~[cos 包説注+ 1] (0.17::; r < 0.23) 
lO (0おさγ)



















(a2~ (b2 (c2 
0.8 0.8 0.8 
0.6 0.6 0.6 器E 
0.4 Y 0.4 Y 
y 二二
0.4 
10.2 t =0.005 
0.2 0.2 
t= 0.005 t = 0.005 
o o o 。0.2 0.4 0.6 0.8 o 020.4x 0.60.81 o 0.2 0.4 0.6 0.8 1 
χ x 
t = 0.0025 (al t= 0.(氾25 (bl t:;: 0.0025 (cl 
0.8 0.8 0.8 。 ⑬ 。 富田0.6 0.6 0.6 0.7-ー …y 0.4 Y y 0.4 0.4 0"'-司ー0.2 0.2 0.2 
。 。 。
o 0.2 0.4 0.6 0.8 o 02 0.4 0.6 0.8 o 0.2 0.4 0.6 0.8 
x x x 










































[1] Tackley， P.J. and King， S.D.， Geochem. Geophys. Geosyst. 4 (2003)， 1 
[2] Koshizuka， S.and Oka， Y.， Comput. Phys. Comm. 123 (1996)， 421. 
[3] Lin， S.-C.， and van Keken P. E. Nature. 436 (2005)， 250. 
? ??? ?? ?
